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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成21年12月24日(2009.12.24)

【公開番号】特開2009-203237(P2009-203237A)
【公開日】平成21年9月10日(2009.9.10)
【年通号数】公開・登録公報2009-036
【出願番号】特願2009-141637(P2009-141637)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｋ  16/30     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  16/46     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  39/395    (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/00     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/09     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｋ  16/30    ＺＴＤ　
   Ｃ０７Ｋ  16/46    　　　　
   Ａ６１Ｋ  39/395   　　　Ｙ
   Ａ６１Ｐ  35/00    　　　　
   Ｃ１２Ｎ  15/00    ＺＮＡＡ

【手続補正書】
【提出日】平成21年11月10日(2009.11.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　位置３２８でアミノ酸修飾を含むＦｃ領域を含む変異体ポリペプチドであって、当該修
飾がＦｃγＲへの結合を親ポリペプチドと比較して調整するものであり、ここで番号付け
はＥＵインデックスに従う、変異体ポリペプチド。
【請求項２】
　当該調整が当該抗体の当該ＦｃγＲへの親和性の増加である、請求項１に記載の変異体
ポリペプチド。
【請求項３】
　当該Ｆｃ領域の修飾が、３２８Ａ、３２８Ｄ、３２８Ｅ、３２８Ｆ、３２８Ｈ、３２８
Ｉ、３２８Ｍ、３２８Ｎ、３２８Ｑ、３２８Ｔおよび３２８Ｖを含む、請求項１に記載の
変異体ポリペプチド。
【請求項４】
　当該Ｆｃ変異体部分が、２３９、２６７、２６８、２９８、３２９、３３１、３３２、
３３３、３３４および３３９からなる群から選択されるヒト配列の位置に相応する位置で
少なくとも１つの置換をさらに含む、請求項３に記載の変異体ポリペプチド。
【請求項５】
　当該Ｆｃ領域の修飾が、３２８I／３３２Ｅ、３２８Ｑ／３３２Ｅ、３２８Ｄ／３３２
Ｅ、３２８Ｅ／３３２Ｅ、３２８Ｎ／３３２Ｅ、３２８Ｆ／３３２Ｅ、３２８Ｖ／３３２
Ｅ、３２８Ｔ／３３２Ｅ、３２８Ｈ／３３２Ｅ、３２８Ｍ／３３２Ｅ、３２８Ａ／３３２
Ｅ、２３９Ｄ／３２８Ｉ、２３９Ｅ／３２８Ｉ、２３９Ｄ／３２８Ｆ、２３９Ｅ／３２８
Ｆ、２６７Ｅ／３２８Ｆ、２６７Ｌ／３２８Ｆ、２６７Ｑ／３２８Ｆ、２３９Ｄ／３３２
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Ｅ／３２８Ｆ、２３９Ｅ／３３２Ｅ／３２８Ｆからなる群から選択される、請求項１に記
載の変異体ポリペプチド。
【請求項６】
　当該ＦｃγＲが、ＦｃγＲＩ、ＦｃγＲＩＩａ、ＦｃγＲＩＩｂおよびＦｃγＲＩＩＩ
ａである、請求項１に記載の変異体ポリペプチド。
【請求項７】
　当該ＦｃγＲがＦｃγＲＩＩＩａである、請求項６に記載の変異体ポリペプチド。
【請求項８】
　当該ＦｃγＲＩＩＩａが、ＦｃγＲＩＩＩａのＶ１５８またはＦ１５８アロタイプであ
る、請求項７に記載の変異体ポリペプチド。
【請求項９】
　当該親ポリペプチドが、実質的にヒト、実質的にマウス、実質的にラットまたは実質的
にサルである、請求項１に記載の変異体ポリペプチド。
【請求項１０】
　当該Ｆｃリガンドが、Ｃ１ｑ、ＦｃＲｎ、プロテインＡおよびプロテインＧからなる群
から選択される、請求項９に記載の変異体ポリペプチド。
【請求項１１】
　ＣＤＣが影響を受けない、請求項１に記載の変異体ポリペプチド。
【請求項１２】
　当該Ｆｃ領域の修飾が、エフェクター機能を親ポリペプチドと比較して調整するもので
ある、請求項１に記載の変異体ポリペプチド。
【請求項１３】
　当該エフェクター機能が抗体依存性細胞介在性細胞傷害作用（ＡＤＣＣ）である、請求
項１２に記載の変異体ポリペプチド。
【請求項１４】
　当該ポリペプチドが、当該親ポリペプチドのＦｃ領域に少なくとも１つのアミノ酸修飾
を含むポリペプチドの非グリコシル化Ｆｃ変異体を含み、当該非グリコシル化Ｆｃ変異体
が、当該親Ｆｃポリペプチドの非グリコシル化形態と比較して、改善された安定性、溶解
性またはＦｃリガンドへの結合親和性を有するものである、請求項１に記載の変異体ポリ
ペプチド。
【請求項１５】
　当該非グリコシル化Ｆｃ変異体が、親Ｆｃポリペプチドの非グリコシル化形態と比較し
て、改善されたＦｃリガンドへの結合親和性を有するものである、請求項１４に記載の変
異体ポリペプチド。
【請求項１６】
　当該ポリペプチドが抗体または融合体である、請求項１に記載の変異体ポリペプチド。
【請求項１７】
　当該抗体が工学処理された糖形態をさらに含む、請求項１６に記載の変異体ポリペプチ
ド。
【請求項１８】
　当該工学処理された糖形態がエフェクター機能を改善するものである、請求項１７に記
載の変異体ポリペプチド。
【請求項１９】
　当該Ｆｃ領域の修飾がＡＤＣＣを当該親ポリペプチドと比較して改善する、請求項１７
に記載の変異体ポリペプチド。
【請求項２０】
　当該ポリペプチドが、ＣＤ１９、ＣＤ２０、ＣＤ２２、ＣＤ３３、ＣＤ５２、Ｈｅｒ２
／ｎｅｕ、ＥＧＦＲ、ＥｐＣＡＭ、ＭＵＣ１、ＧＤ３、ＣＥＡ、ＣＡ１２５、ＨＬＡ－Ｄ
Ｒ、ＴＮＦαおよびＶＥＧＦからなる群から選択される標的抗原に特異性を有する、請求
項１に記載の変異体ポリペプチド。
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